
フェスティバル練習からの一コマ 
小学校、中学校のフェスティバル練習の様子を紹介します。子どもたちは一生懸命練習に取り組

んでいます。フェスティバル当日は、小学生も中学生も、見学される皆さんに学習や練習の成果を

披露することができると思います。たくさんの方のご来場をお待ちしております。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「結果」ではなく「成果」に注目した見取りを 

校長 福岡 雄司 

 

 秋分の日も過ぎ、過ごしやすい気候となってきました。星の丘小中学校でも虫の声が心

地よく響くようになり、次第に秋へと季節が移り変わっていくことが感じられます。今年

の夏は、本校の子どもたちが暑気や食べ物等で大きく体調を崩すことがなかった結果に、

胸をなで下ろしています。 

さて、１０月１０日に、本校の子どもたち一人ひとりの通知表をバウムハウスにお渡し

します。どの通知表からも子どもたちの成長がうかがえるものでした。本校の通知表は、

小学校ではすべて記述式、中学校では一部の教科を５段階評価とし、その他は記述式で行

っています。それは「結果」ではなく「成果」に注目してほしいからです。では、「結果」

と「成果」の違いは何でしょうか。 

そもそも「結果」という言葉の語源は、果物が実を結ぶことに由来し、成功も失敗も含

めて表されます。一方で、「成果」とは、その結果が望ましいものであったり、価値を見い

だせたりしたときに初めて得られるものです。つまり、結果は事実そのもの、成果は事実

から得られる学びや評価であり、必ずしも数字などで表しきれるものではありません。 

ジョギングやウォーキングに例えると、「結果」としては距離や時間が挙げられます。そ

れに対し「成果」とは、体力がついた、ストレスが軽減した、体調が良くなったなど、目

標に近づけたことを指します。 

勉強も同じです。テストの点数や段階評価は「結果」です。その学習で得た知識を生活

の中で活用できるか、自分の理解が深まったか、取組によって力が伸びたかが「成果」に

なります。 

本校では、数値化できない子どもたちの学びや成長を伝えるために、記述による評価を

大切にしています。通知表の所見だけでは伝えきれない成果も数多くありますので、日々

の子どもたちの姿からも感じ取っていただければ幸いです。また、課題についても、職員

が一人ひとりに寄り添い、指導方法を見直したり、バウムハウスや地域の皆様のお力をい

ただいたりしながら、改善につなげていきます。 

さらに、今週土曜日に行われるフェスティバルでも、子どもたちは苦手なことや壁に直

面しながらも一つひとつ乗り越え、準備を進めてきました。当日の「結果」だけでなく、

その背景にある子どもたち一人ひとりの「成果」にもぜひ目を向けていただければと思い

ます。 

 
 

〈徳〉やさしく～夢を持ち続ける子の育成 

〈知〉ただしく～自ら進んで学ぶ子の育成 

〈体〉たくましく～最後までやりとげる子の育成 



 １日（水）フェスティバル総練習 

 ４日（土）第２０回フェスティバル 

６日（月）振替休業日 

７日（火）校外学習（科学館）（小） 

      壮瞥高校体験入学（中２） 

８日（水）学力テスト（中３） 

１０日（金）ふぉれすと鉱山（中） 

１４日（火）実務者会議 

１５日（水）二計測・視力検査（小） 

小中部会 

１６日（木）二計測・視力検査（中） 

      食育教室（小５） 

１７日（金）職員会議 

２０日（月）小中部会 校舎外清掃（中） 

２２日（水）児童生徒会 

２３日（木）職業体験（中２） 

２４日（金）職業体験（中２） 研修日 

２７日（月）小中部会 

２９日（水）放課後学習会 

３０日（木）放課後学習会  

定期テスト①（中） 

３１日（木）定期テスト②（中） 

      児童生徒会 

 

９月１１日（木）に、児童生徒会の後期認証式を

行いました。各学年から選出された、後期の児童生

徒会役員一人ひとりに、校長先生から認証状が渡さ

れました。その後、児童生徒会会長が全校児童生徒

の前で意気込みを立派に述べました。 

 前期に引き続き、後期もフェスティバルの開閉会

式や卒業生を送る会など、多くの児童生徒会活動が

あります。役員の皆さんの活躍を期待しています。 

                             

９月２２日（月）、小学校では地域の自然に愛着

をもつことを目的として、果物狩りに行きました。

当日は天候にも恵まれ、暖かな日差しの中で、リン

ゴやナシ、ブドウなどの旬の果物を味わってきまし

た。また、移動時のバスや、果樹園での挨拶も立派

にすることができました。小学生にとって、地域の

自然と関わり、果樹園の方々ともコミュニケーショ

ンがとれるとても良い機会となりました。 

                             

今月より小中学校数回にわたって、栄養
教諭の膳法先生による食育教室が開かれま
す。学年によっては、座学だけではなく調
理実習も織り交ぜながら、興味を引く内容
の授業をしていただいています。「なるほ
ど」という声を児童生徒からたくさん聞く
ことができました。 
特に小 6、中３の授業では給食の献立を

考えました。実際に給食のメニューになる
ということで子どもたちはとても楽しみに
しています。      

9 月 4日（木）中学校では、だて学の一環とし

て、だて歴史文化ミュージアムに行きました。学習

内容としては、「開拓絵画を通して伊達の町づくり

を学ぶ」ということで、伊達市教育委員会より黒田

格男氏を講師として迎え、小野 潭の作品などにつ

いて、大変分かりやすく説明していただきました。 

生徒たちは展示物に大変興味をもち、説明をしっ

かりと聞くことができました。また、質問をしたり

実際に当時使用された農具などに積極的に触れたり

している生徒も多かったです。 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


